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v ivはじめに はじめに

は
じ
め
に

詩
人
で
小
説
家
の
佐
藤
春
夫
（
一
八
九
二
～
一
九
六
四
）
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
多
才
さ
と
近
代
文
壇
随
一
の
人
脈
の
広
さ
で
、
近
年
再

評
価
の
気
運
が
と
み
に
高
ま
っ
て
い
る
作
家
で
す
。

二
〇
一
〇
年
、
御
子
息
の
佐
藤
方
哉
氏
（
元
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
講
談
社
版
・
臨
川
書
店
版
佐
藤
春
夫
全

集
の
出
版
に
尽
力
し
、
春
夫
文
学
の
普
及
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
牛
山
百
合
子
さ
ん
と
と
も
に
、
御
遺
族
の
お
許

し
を
い
た
だ
き
、
実
践
女
子
大
学
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
東
京
文
京
区
の
佐
藤
家
に
遺
さ
れ
た
資
料
の
整
理
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
、「
芥
川
賞
事
件
」
に
ま
つ
わ
る
太
宰
治
の
新
書
簡
や
、
芥
川
龍
之
介
の
未
公
開
書
簡
、
春
夫
の
デ
ビ
ュ
ー
前
の
日
記
や
原
稿
な

ど
、
大
き
な
発
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

佐
藤
春
夫
生
誕
一
三
〇
年
に
あ
た
る
本
年
八
月
二
九
日
、
実
践
女
子
大
学
と
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
と
の
間
で
包
括
連
携
協
定
が

締
結
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
近
代
文
学
研
究
に
一
つ
の
進
展
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
。
二
つ
の
機
関
は
、
二
〇
一
四
年
の
春
夫
没
後
五

〇
年
に
お
け
る
展
示
協
力
以
来
、
展
示
物
の
貸
借
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
着
実
に
信
頼
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
に
台
湾

文
学
館
（
台
南
）
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
百
年
の
旅
び
と
：
佐
藤
春
夫
一
九
二
〇
台
湾
旅
行
文
学
展
」
で
は
、
双
方
が
共
催
団
体
と
し

て
名
を
連
ね
、
展
示
の
実
務
に
協
力
し
ま
し
た
。
今
回
の
提
携
で
、
資
料
の
調
査
・
公
開
・
活
用
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
の
を
研
究
者
と

し
て
も
待
望
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
近
代
文
壇
史
を
語
る
う
え
で
、
春
夫
は
確
実
に
中
心
人
物
の
一
人

と
言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
春
夫
の
旧
蔵
資
料
か
ら
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
未
知
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
す
。

協
定
締
結
を
記
念
し
て
、
実
践
女
子
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
知
ら
れ
ざ
る
佐
藤
春
夫
の
軌
跡
―
不
滅
の
光
芒
―
」
展

（
二
〇
二
二
年
九
月
二
六
日
～
一
〇
月
一
五
日
）
が
、
ま
た
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
で
は
「
わ
ん
ぱ
く
時
代
の
地
か
ら
―
知
ら
れ
ざ
る

佐
藤
春
夫
の
軌
跡
―
」
展
（
同
一
〇
月
二
五
日
～
翌
二
月
一
二
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示
品
の
多
く
は
、
一
〇
〇
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
佐
藤
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
新
出
資
料
の
数
々
で
す
。
春
夫
の
創
作
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
る
草
稿
や
、
春
夫
に
ゆ
か
り
あ
る

人
々
か
ら
の
手
紙
が
見
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
展
示
資
料
を
永
く
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、『
車
塵
集
』
版
元
の
武
蔵
野
書
院
に
御
賛
同
い
た
だ
き
、
新
出
資
料
の
紹
介
を
中
心

と
す
る
新
し
い
春
夫
文
学
案
内
を
編
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
資
料
解
説
が
そ
の
ま
ま
春
夫
文
学
の
理
解
に
つ
な
が
る
よ
う
に
工
夫
し
た

つ
も
り
で
す
。
貴
重
資
料
を
カ
ラ
ー
で
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ
た
か
も
作
家
の
机
上
を
眺
め
る
よ
う
に
、
臨
場
感
を
も
っ
て

春
夫
の
生
涯
と
そ
の
時
代
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
貴
重
な
秘
蔵
資
料
の
数
々
に
つ
い
て
、
調
査
と
展
示
と
を
快
く
お
許
し
く
だ
さ
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
髙
橋
百
百
子
様
は
じ
め
御
家
族
の
皆
様
、
ま
た
、
資
料
の
公
開
に
つ
い
て
深
い
御
理
解
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
春
夫
の
御
縁

に
つ
な
が
る
多
く
の
皆
様
方
、
そ
し
て
資
料
撮
影
や
写
真
掲
載
に
多
大
な
御
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
実
践
女
子
大
学
な
ら
び
に
新
宮
市

立
佐
藤
春
夫
記
念
館
の
皆
様
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
九
月

河
　
　
野
　
　
龍
　
　
也

（
東
京
大
学
准
教
授
・
実
践
女
子
大
学
客
員
研
究
員
）
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記
ス
ベ
キ
ヿコ

ト

ナ
シ
─
佐
藤
春
夫
日
記
（
一
九
〇
四
年
）

一
八
九
二
（
明
治
四
三
）
年
四
月
九
日
朝
、
佐
藤
春
夫
は
和
歌
山
県
東

牟
婁
郡
新
宮
町
（
現
新
宮
市
）
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
た
。
兄
弟
に
は
姉

と
二
人
の
弟
が
い
る
。
佐
藤
家
は
代
々
医
術
を
継
ぎ
、
か
つ
て
は
家
塾

「
懸
泉
堂
」
で
地
方
教
育
に
貢
献
し
た
学
芸
の
家
で
あ
る
。
父
・
豊
太
郎

は
春
夫
に
家
業
の
跡
取
り
を
期
待
す
る
一
方
、
北
海
道
で
農
場
経
営
に
も

あ
た
っ
た
。
結
局
春
夫
が
文
学
の
道
に
進
ん
だ
か
わ
り
に
、
次
男
・
夏
樹

が
農
場
を
継
承
、
三
男
・
秋
雄
が
医
学
を
修
め
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
、
佐
藤
家
か
ら
三
兄
弟
の
日
記
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
の
う
ち
春
夫
の
日
記
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
元
日
か

ら
七
月
二
九
日
ま
で
、
和
罫
紙
二
七
枚
に
墨
書
き
さ
れ
た
も
の
。
新
宮
高

等
小
学
校
二
年
を
卒
業
し
、
新
宮
中
学
校
に
入
学
す
る
数
え
一
三
歳
（
満

一
一
～
一
二
歳
）
当
時
の
生
活
を
綴
る
。
自
然
豊
か
な
野
山
を
駆
け
回
り
、

テ
ニ
ス
や
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
興
じ
た
り
、
友
達
と
鉱
物
を
交
換
し
た
り
す

る
明
治
の
少
年
の
日
常
生
活
が
読
み
取
れ
る
。
日
露
戦
争
開
戦
の
号
外
に

心
躍
ら
す
記
述
も
あ
る
。
新
宮
を
舞
台
に
、
自
分
の
幼
少
期
を
小
説
化
し

た
春
夫
晩
年
の
名
作
「
わ
ん
ぱ
く
時
代
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
一
九
五
七
年

一
〇
月
二
〇
日
～
五
八
年
三
月
一
七
日
）
の
資
料
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
日
記
だ
。

表
紙
に
は
父
の
字
で
「
一
寸
光
陰
不
可
軽
」。
ほ
か
に
「
日
誌
ハ
毎
夜

就
褥
じ
ょ
く

前
必
ス
記
ス
ベ
シ
／
日
誌
ハ
事
実
ヲ
有
ノ
儘ま
ま

記
ス
ヘ
シ
／
日
誌
ハ

事
実
ニ
就
テ
ノ
感
想
ヲ
飾
ラ
ズ
記
ス
ベ
シ
」
の
三
ヶ
条
が
見
え
、
日
記
を

つ
け
る
こ
と
が
息
子
の
自
己
鍛
錬
に
な
る
よ
う
期
待
し
た
。

は
じ
め
は
春
夫
も
「
殊
勝
な
少
年
」
を
演
じ
よ
う
と
心
掛
け
た
よ
う
だ
。

し
か
し
次
第
に
そ
れ
が
面
倒
に
な
り
、
や
が
て
「
記
ス
ベ
キ
ヿ
ナ
シ
」
を

連
発
し
て
怠
け
始
め
る
。
父
は
こ
れ
を
知
っ
て
呆
れ
か
え
り
、「
世
ヲ
益
シ

人
ヲ
益
ス
ル
モ
ノ
ハ
小
児
ハ
小
児
大
人
ハ
大
人
丈
ケ
其
日
々
々
ノ
仕
事
ト

考
ト
云
フ
モ
ノ
カ
ア
ル　

ソ
レ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
米
食
虫
悪
ク
言
ヘ
ハ
造
糞
器

デ
ク
ソ
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
ル
道
具
ニ
外
ナ
ラ
ン
」
と
書
き
込
ん
だ
。
怒
り
心
頭

か
と
思
い
き
や
、
同
日
の
春
夫
の
記
述
に
は
「
日
誌
ノ
ヿ
デ
父
ニ
笑
ワ
レ

タ
」（
七
月
四
日
）
と
あ
る
。「
梟
睡
」
の
俳
号
を
持
つ
父
の
説
教
に
は
、
ど

こ
か
ユ
ー
モ
ア
も
見
え
て
余
裕
が
あ
る
。

春
夫
は
後
年
、
中
学
入
学
時
の
面
接
で
将
来
の
希
望
を
「
文
学
者
」
と

答
え
た
と
回
想
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
頃
、
父
の
患
者
を
見
舞
い
に
来
て

い
た
年
上
の
少
女
（
大
前
俊
子
）
に
恋
を
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、

文
学
的
関
心
の
芽
生
え
や
初
恋
の
兆
し
を
日
記
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
事
の
真
相
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
た
と
え
事
実
だ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
医
者
の
父
の
目
が
光
る
日
記
で
は
、
お
い
そ
れ
と
書
く
わ
け

に
も
い
か
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
教
育
熱
心
な
父
の
前
で
何
と

か
体
裁
を
取
り
繕
お
う
と
す
る
春
夫
少
年
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
駆
け
引
き
が
、

こ
の
日
記
の
大
き
な
魅
力
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
、
春
夫
自
身
は
日
記
に
心
底
懲
り
た
ら
し
い
。
晩
年
、「
日

記
は
少
年
の
こ
ろ
父
か
ら
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
の
が
逆
効
果
に
な
っ
て
、

終
に
つ
け
る
習
慣
が
で
き
な
か
っ
た
」（『
詩
文
半
世
紀
』
一
九
六
三
年
八
月　

読
売
新
聞
社
）
と
述
べ
て
い
る
。
佐
藤
家
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
の
古
い
日

記
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
逆
効
果
」
を
生
ん
だ
少
年
時
代
の
苦
い
記
憶
の
形

見
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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春夫日記 表紙　毎日、事実とその感想とを飾らず書けと求める父の三ヶ条。


